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第１章 理念・目的 

 

１．現状の説明 

 

(1) 大学・学部・研究科等の理念目的は、適切に設定されているか。 

 

評価の視点 

①大学・学部・学科・研究科ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目

的を学則等に定めているか。 

 ②「大学基準の解説」基準１、学校教育法第 83条、第 99条等に定める高等教育機関と

して大学が追求すべき目的を踏まえて、大学・学部・研究科の理念・目的を設定してい

るか。 

 ③大学・学部・研究科の理念・目的は、建学の精神、目指すべき方向性を明らかにして

いるか。 

 

<1>大学全体 

武蔵野美術大学の教育理念は、1929（昭和４年）10 月 30 日、本学の前身である帝国美

術学校の創立に由来し、帝国美術学校創立主旨の綱領において「一般教養に拠りて心性を

陶冶し、鑑識を高め、以て芸術の向上を図らんと期す」と謳われている。 

また、帝国美術学校の創立に寄与し、後にその経営と教育の中心となった金原省吾（開

校時学監）の手記には「教養を有する美術家養成」と記されており、創立時の中心人物の

ひとり名取堯（開校時主事）の『武蔵野美術』（創立三〇周年記念特集）に寄せられた 30

年の回顧には、「人間が人間になる道は激しい鍛錬、たゆまざる精進の中にあって、放任の

中にはない、その框（わく）を固定させず、しかも、放縦に任せず、真に人間的自由に達

するような美術教育への願い」であると語られている。 

美術を技術的専門性だけではなく、総合的な人間形成をもって成るものと考えたことこ

そが本学の建学の精神であり、まさに人間的自由に達するために美術・デザインを追求す

ることを本学の教育理念とし、現在も継承し堅持している（資料１－１、資料１－２、資

料１－３）。 

 

<2> 造形学部 

①本学造形学部では、学則第１条において人材養成に関する目的その他の教育研究上の目 

的を以下のとおり定めている（資料１－４）。 

「武蔵野美術大学は、美術、デザイン及び建築に関する学術の中心として、広く知識を 

授けるとともに、深く専門の技能、理論及び応用を教授研究し、人格の完成を図り、個性

豊かな教養の高い人材を育成し、もって文化の創造発展、国家社会の福祉に貢献すること

を目的とする。」 

②学校教育法第 83条では、大学の目的を「広く知識を授ける」こと、「深く専門の学芸を 

教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させる」こと、そしてその目的を実現す

るための教育研究を行い、「その成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与

する」ことと規定している。 
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一方本学は、美術、デザイン及び建築に関する学術の中心として、「広く知識を授ける」 

こと、「深く専門の技能、理論及び応用を教授研究」すること、そしてそうした教育研究活

動により「人格の完成を図り、個性豊かな教養の高い人材を育成」すること、「もって文化

の創造発展、国家社会の福祉に貢献すること」を目的としている。 

以上の逐条による比較検証により、本学の目的が学校教育法第 83 条に定める高等教育 

機関として大学が追求すべき目的を踏まえて設定されたものであり、学術文化の研究機関

としてふさわしい内容を有するものであることは明らかである。 

③上記①で述べたとおり、本学造形学部学則第１条に「広く知識を授けるとともに、深く 

専門の技能、理論及び応用を教授研究し、人格の完成を図り、個性豊かな教養の高い人材

を育成し」と目的を定め、「教養を有する美術家養成」、「真に人間的自由に達するような美

術教育」という建学の精神、目指すべき方向性を明らかにしており、本学の個性、特徴を

明確に示すものである。 

 

<3> 大学院造形研究科 

①本学大学院造形研究科では、大学院規則第１条において人材養成に関する目的その他の

教育研究上の目的を以下のとおり定めている（資料１－５）。 

「武蔵野美術大学大学院は、武蔵野美術大学学則第３条の規定に基づき、学部における

一般的・専門的教育の基礎のうえに、美術・デザインに関する専門の技能、理論及び応用

を教授研究し、その深奥を究めた人材を養成し、もつて文化の創造・発展に寄与すること

を目的とする。」 

②学校教育法第 99条では、大学院の目的を「学術の理論及び応用を教授研究し、その深 

奥を究め」ること、「文化の進展に寄与すること」、その成果を広く社会に提供することに

より、社会の発展に寄与する」ことと規定している。 

一方本学大学院は、「美術、デザインに関する専門の技能、理論及び応用を教授研究し、 

その深奥を究めた人材を育成」すること、「もって文化の創造発展に寄与する」ことを目的

としている。 

以上の逐条による比較検証により、本学の目的が学校教育法第 83条に定める高等教育機

関として大学が追求すべき目的を踏まえて設定されたものであり、学術文化の研究機関と

してふさわしい内容を有するものであることは明らかである。 

③上記①で述べたとおり、本学大学院造形研究科規則第１条に「美術・デザインに関する

専門の技能、理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めた人材を養成し、もつて文化の

創造・発展に寄与することを目的とする。」とその目的を定め、建学の精神、目指すべき方

向性を明らかにしており、本学の個性、特徴を明確に示すものである。 

 

 

(2) 大学・学部・研究科等の理念・目的が、大学構成員（教職員および学生）に周知され 

社会に公表されているか。 

 

評価の視点 

①大学案内、履修・学修ガイドブック等公的な刊行物、ホームページ等に教職員・学生 

受験生を含む社会一般に理念・目的を周知・公表しているか。 
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<1>大学全体 

武蔵野美術大学の教育理念は、大学案内、履修･学修ガイドブック等の公的な刊行物に記 

述することにより教職員・学生、受験生に周知することはもちろん、ＷＥＢでもトップペ

ージの「大学概要」及び「大学情報の公表」の項目において社会一般に広く公表している

（資料１－１、資料１－２、資料１－３）。 

 新入生に対しては、入学式終了後のオリエンテーションにおける大学の歴史の中で本学

の教育理念を説明し、周知を図っており、新入生父母に対しては、「武蔵野美術大学のあゆ

み 1929－2009」を本学の教育理念理解の一助として配付している。また、本学の教職員

に対しては、本学の理念について共有を深めるために、刊行物の配付に加えて、入職時に

学長等から詳細な説明を行っている。 

 

<2> 造形学部 

造形学部の目的については、大学案内、履修･学修ガイドブック等の公的な刊行物に記述

することにより教職員・学生、受験生に周知することはもちろん、ＷＥＢでもトップペー

ジの「学部学科・大学院」及び「大学情報の公表」の項目において造形学部及び各学科の

教育目標を社会一般に公表している（資料１－１、資料１－２、資料１－３）。 

 新入生に対しては、入学式終了後の「学校の歴史・教育課程全体・文化総合科目・造形

総合科目に関するオリエンテーション」において造形学部の教育目的を説明し、周知を図

っている。また、本学の教職員に対しては、本学の理念及びそれを実現するための教育課

程ついて共有を深めるために、刊行物の配付に加えて、入職時に学長等から詳細な説明を

行っている。 

 

<3> 大学院造形研究科 

大学院造形研究科の目的については、大学案内、履修･学修ガイドブック等の公的な刊行

物に記述することにより教職員・学生、受験生に周知することはもちろん、ＷＥＢでもト

ップページの「学部学科・大学院」の項目において美術専攻､デザイン専攻各コースの教育

目標を社会一般に公表している（資料１－１、資料１－２、資料１－３）。 

 

 

(3) 大学・学部・研究科等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか。 

 

評価の視点 

①理念・目的の適切性を検証するにあたり、責任主体・組織、権限、手続を明確にし、定 

期的に検証しているか。 

 

<1> 大学全体 

 本学では、1993（平成６）年に「学校法人武蔵野美術大学自己点検・評価規則」（資料１

－６）を制定、以来自己点検･評価委員会を常設し、その点検・評価結果を踏まえ、教育研

究、経営管理等の諸側面に関する改善を図ってきた。 

大学の理念･目的については、「学校法人武蔵野美術大学自己点検・評価規則」に基づき

逐次設置された自己点検･評価委員会のもとで、1998 年、2003 年、2008 年と絶えず、大学
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を取り巻く社会状況を踏まえたその今日的意義及び適切性について検証を重ねてきている

（資料１－７、資料１－８、資料１－９）。 

 

<2> 造形学部 

自己点検・評価活動における検証の他、カリキュラム委員会及び教授会において、造形

学部カリキュラム編成の前提となる理念、目的、教育目標について検証し、それらを実現、

具体化するためのカリキュラムについて検討を重ねてきた。将来構想委員会や教育課程専

門委員会での検討をもとに、造形の各分野を専攻するにあたって総合的判断力･批判力を養

うために広く諸学問を学ぶ［文化総合科目］、造形という大きな視点から専門性の位置づ

けや基礎を確認するために、自分の専攻とは異なった領域や他学科の開設する授業を学ぶ

［造形総合科目］、個々の学科が独自に専門的能力を追求する［学科別科目］の三者をバ

ランスよく統合した新カリキュラムが 2003（平成 15）年より導入された。新カリキュラム

実施後 10年を経過する中、カリキュラム委員会での検討、教授会審議を経て、カリキュラ

ムを一部見直し、「学科別初年次・専門基礎教育の充実」、「造形総合の理念のさらなる追求」、

「文化総合科目の充実」を骨子とした新カリキュラムを取り纏め、2013（平成 25）年度新

入生から適用することとなった。 

 

<3> 大学院造形研究科 

上記<1>大学全体の自己点検・評価活動の他、大学院造形研究科については 2009（平成 

21）年から 2010（平成 22）年にわたり、自己点検・評価の重点的課題として位置づけ、大

学院の理念･目的について検証した（資料１－10）。 

その後 2011（平成 23）年度には学長諮問により「大学院将来構想委員会を設置、2013 

（平成 25）年３月に提出された答申では、「造形における教育研究資源を創造し続ける大

学院」が本学大学院の将来像として示された。 

 

２．点検・評価 

●基準１の充足状況 

造形学部については、別紙資料「大学評価における評価の視点・評価基準等」に基づく

評価の視点ごとの評価結果が Aまたは Bで、大学基準としての総合評価は Aであり、同基

準を十分に満たしている。 

大学院造形研究科については、別紙資料「大学評価における評価の視点・評価基準等」

に基づく評価の視点ごとの評価結果が Aまたは Bで、大学基準としての総合評価は Aであ

り、同基準を十分に満たしている。 

 

①効果が上がっている事項 

<1> 造形学部 

大学案内、履修･学修ガイドブックやＷＥＢ上での「大学情報の公表・カリキュラム・ポ

リシー」では理念･教育目標と具体的なカリキュラムの展開を関連づけ、以下のとおり記述

しており、造形学部の理念･目的、教育目標が教職員、学生、受験生にとってより具体的で

明確なものとなり、的確な理解を得るために極めて効果的なものとなっている。 
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造形の各分野を専攻するにあたっては、総合的判断力･批判力を養うために広く諸学問

を学ぶ［文化総合科目］、造形という大きな視点から専門性の位置づけや基礎を確認する

ために、自分の専攻とは異なった領域や他学科の開設する授業を学ぶ［造形総合科目］、

個々の学科が独自に専門的能力を追求する［学科別科目］の三者をバランスよく統合した

ところに、真の造形教育が成立すると考えています。 

［文化総合科目］は教養文化に関する４つの科目群から構成されています。学生は、定

められた条件のもと自由に科目を選択することができ、学生自身が自己の追求する専門領

域の基盤を独自のかたちで構築することができます。 

 開講される授業は、横断的な視点を取り入れたものや、段階を追ってテーマを深めてい

くものなど、より個性的に編成されています。また、既成の領域にとらわれない新しい分

野をカバーする科目、国際化や高度情報化社会など、新たな社会システムに対応した科目

が用意されていることは言うまでもありません。 

［造形総合科目］はすべての学生が、１年次前期から２年次前期にかけて、絵画･彫刻･

デザインから専攻と異なった領域を学ぶ［I 類必修科目］、他学科・研究室が開設する授

業を１年次（５期）に履修する［I 類選択必修科目］、年次を問わず各学科が公開する授

業（オープン科目）や学科を越えて横断的に専任教員が開設する授業（横断科目）を卒業

するまでに選択して履修する［Ⅱ類科目］（うち２単位は選択必修）で構成されています。

専門分野の深化とともに、他の分野にも広く目を開き経験することによって、造形という

領域を総合的に捉えることを目的とする科目群です。 

［学科別科目］は、学科ごとに設置されている科目であり、専門家として欠くことので

きない専門的基礎理論･表現方法などの学習から、さらに高度の専門課程へと展開してい

く科目です。 

こうした有機的な科目群の結びつきと展開性は、本学の教育の大きな特徴であり、伝統

的に保持してきた教養あふれる豊かな人間性の確立を基盤としたところに優れた芸術が

成立するという、教育の基本理念に基づくものです。 

 

 

②改善すべき事項 

<1> 大学院造形研究科 

大学院造形研究科の目的について、大学案内、履修･学修ガイドブック等の公的な刊行物

においては記述されているが、ＷＥＢでは各コースの教育目標を社会一般に公表している

ものの、大学院造形研究科全体の観点からの記述がない。 

 

 

３．将来に向けた発展方策 

①効果が上がっている事項 

<1> 造形学部 

大学案内や履修･学修ガイドブックなどの刊行物やＷＥＢ上での理念･目的、教育目標等

の説明、公開に当たっては、アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシーやディ

プロマ・ポリシーを含めた体系的な把握を可能とし、より一層の理解を得られるよう、広



第 1 章 理念・目的 

6 

 

報入学センター及び教務課等のデータ作成部署において工夫を図る。 

 

②改善すべき事項 

<1>大学院造形研究科 

広報入学センター及び教務課の連携により、大学院造形研究科全体の目的についてＷＥ

Ｂ上にも記述するよう速やかに調整を図る。 

 

 

４．根拠資料 

１－１  武蔵野美術大学大学案内 

１－２  武蔵野美術大学履修･学修ガイドブック 

１－３  武蔵野美術大学ＨＰ 

１－４  武蔵野美術大学学則 

１－５  武蔵野美術大学大学院規則 

１－６  学校法人武蔵野美術大学自己点検・評価規則 

１－７  自己点検・評価報告書 1998 

１－８  平成 16・17 年度自己点検･評価報告書 

１－９  自己点検･評価報告書 2008 

１－10  2009/10 年度自己点検･評価報告書 


